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AXIS License Plate Verifier

アプリケーションについて

アプリケーションについて

対応するAxisカメラにAXIS License Plate Verifierをインストールすると、車両が駐車場などのエリアにアクセスでき
るようになります。このアプリケーションは、カメラにキャプチャーされたナンバープレートを読み取り、それを
カメラに保存された許可リストまたはブロックリストと照合して検証します。

AXIS License Plate Verifierの一般的なシナリオ:

• 21ページ、車両の入出庫のシナリオ

• 24ページ、車両アクセスコントロールのシナリオ

• 10ページフリーフロー

要件
このアプリケーションは、AXIS Camera Application Platformをサポートする、互換性のあるAxisネットワーク
ビデオデバイスにインストールできます。対応デバイスとファームウェアのバージョンの完全なリストは、
axis.com/products/axis-license-plate-verifier/support-and-documentationで入手できます。
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ネットワーク上のデバイスを検索する

ネットワーク上のデバイスを検索する

Windows®でAxisデバイスを探してIPアドレスの割り当てを行う方法については、AXIS IP Utilityまた
はAXIS Device Managerを使用してください。いずれのアプリケーションも無料で、axis.com/supportからダ
ウンロードできます。

IPアドレスの検索や割り当てを行う方法の詳細については、IPアドレスの割り当てとデバイスへのアクセス⽅法を
参照してください。

ブラウザーサポート
以下のブラウザーでデバイスを使用できます。

ChromeTM Firefox® EdgeTM Safari®

Windows® 推奨 推奨

macOS® 推奨 推奨

Linux® 推奨 推奨

その他のオペレー
ティングシステム

*

* iOS 15またはiPadOS 15でAXIS OS Webインターフェースを使用するには、
[[[設設設定定定]]] >>> [Safari][Safari][Safari] >>> [[[詳詳詳細細細]]] >>> [Experimental[Experimental[Experimental Features]Features]Features] に移動し、[NSURLSession Websocket] を無効にします。
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装置へのアクセス

装置へのアクセス

1. ブラウザーを開き、Axis装置のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

本製品のIPアドレスが不明な場合は、AXIS IP UtilityまたはAXIS Device Managerを使用して、ネットワー
ク上で装置を見つけます。

2. ユーザー名とパスワードを入力します。初めて装置にアクセスする場合は、rootパスワードを設定する必
要があります。 4 ページrootアカウントの新しいパスワードを設定する を参照してください。

3. ブラウザーでライブビューページが開きます。

rootアカウントの新しいパスワードを設定する
重要

デフォルトの管理者ユーザー名はrootrootrootです。rootのパスワードを忘れた場合は、装置を工場出荷時の設定に
リセットしてください。を参照してください。

このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=45013&section=set-a-new-password-for-the-root-account

サポートのヒント: パスワードセキュリティ確認チェック

1. パスワードを入力します。安全なパスワードを設定する手順に従います。 4 ページ安全なパスワード
を参照してください。

2. パスワードを再入力して、スペルを確認します。

3. [CreateCreateCreate loginloginlogin (((ロロログググイイインンンののの作作作成成成)))] をクリックします。これでパスワードが設定されました。

安全なパスワード
重要

Axisデバイスは、最初に設定されたパスワードをネットワーク上で平文で送信します。最初のログイン後にデ
バイスを保護するために、安全で暗号化されたHTTPS接続を設定してからパスワードを変更してください。

デバイスのパスワードは主にデータおよびサービスを保護します。Axisデバイスは、さまざまなタイプのインス
トールで使用される可能性があることから、パスワードポリシーを強制しません。

データを保護するために、次のことを強く推奨します。

• 8文字以上のパスワードを使用する (できればパスワード生成プログラムで作成する)。

• パスワードを公開しない。

• 一定の期間ごとにパスワードを変更する (少なくとも年に1回)。
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はじめに

はじめに

これらの設定手順は、AXIS License Plate Verifier Kitに含まれていないカメラで有効です。

1. 5 ページカメラの設定を調整する

2. 5 ページアプリケーションをインストールする

以下の設定手順は、すべてのシナリオで有効です。

1. 7 ページカメラ取り付けの推奨事項

2. 10ページステップバイステップガイド

3. 12ページ対象範囲を調整する

4. 13ページ地域の選択

5. 14ページイベントストレージを設定する

カメラの設定を調整する
カメラの設定にアクセスするには、 3 ページ、ネットワーク上のデバイスを検索する を参照してください。

1. 対象範囲内に車両を配置します。

2. アプリケーションが検知するのにナンバープレートが十分な大きさであることを確認するには、
[System[System[System (((シシシススステテテムムム)])])] >>> [Orientation[Orientation[Orientation (((向向向ききき)])])] に移動し、ピクセルカウンターを選択します。ナンバー
プレートの幅が、1行のナンバープレートの場合は130ピクセル以上、2行のナンバープレートの場
合は70ピクセル以上であることを確認します。

3. カメラのWebページに移動し、[Image][Image][Image] (((画画画像像像))) タブを選択して次の調整を行います。

- ナンバープレートにオートフォーカスエリアを設定し、[Autofocus][Autofocus][Autofocus] (((オオオーーートトトフフフォォォーーーカカカススス))) をク
リックします。それでもナンバープレートにフォーカスが合わない場合は、手動フォーカスを
使用して微調整します。

- [Wide[Wide[Wide dynamicdynamicdynamic range]range]range] (((ワワワイイイドドドダダダイイイナナナミミミッッックククレレレンンンジジジ))) をオフにします。

- [Local[Local[Local contrast]contrast]contrast] (((ロロローーーカカカルルルコココンンントトトラララススストトト))) を20に設定します。この設定で、夜間のノイズを減少
させつつ、ナンバープレートも見える状態を維持します。ローカルコントラストの値を大きく
すると、夜間にナンバープレートが見えやすくなりますが、ノイズは増加します。

- [Max[Max[Max shutter]shutter]shutter] (((最最最大大大シシシャャャッッッタタターーー))) を1/500に設定します。

- ほとんどのシーンで画像のブレとノイズのトレードオフが最適化されるように、[Max[Max[Max gain]gain]gain]
(((最最最大大大ゲゲゲイイインンン))) を24 dBに設定します。ナンバープレートが露出過多になる場合は、最大ゲ
インを調整して9 dBに下げます。

- [Lock[Lock[Lock aperture]aperture]aperture] (((絞絞絞りりりののの固固固定定定))) をオフにします。これにより、絞りが自動モードに設定されま
す。特に、車両に直射日光が当たる場合にお勧めします。

4. 車両でシナリオを実行して、上記の設定をテストします。最適な結果を得るのために、最も暗い照明条
件下で設定をテストします。このようにすると、夜間と日中の両方で最適な結果が得られます。

アプリケーションをインストールする
注

装置にアプリケーションをインストールするには、管理者権限が必要です。
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はじめに

1. デバイスのWebページに移動します。

2. [Settings[Settings[Settings >>> Apps]Apps]Apps] (((設設設定定定 >>> アアアプププリリリ))) に移動します。

3. [Add][Add][Add] (((追追追加加加))) をクリックして、アプリケーションァイル (.eap) をカメラにアップロードします。

ライセンスを有効化するには、ライセンスコードとAxisデバイスのシリアル番号によって生成されたライセンス
キーが必要です。ライセンスキーがコンピューターに保存されていない場合は、以下の手順に従います。

1. axis.com/applicationsに移動します。

2. [License[License[License keykeykey registration]registration]registration] (((ララライイイセセセンンンスススキキキーーー登登登録録録))) に移動します。

3. ライセンスコードとシリアル番号を入力します。

4. ライセンスキーファイルをコンピューターに保存します。ファイルを参照して選択し、[Activate][Activate][Activate]
(((有有有効効効化化化))) をクリックします。

アプリケーションの設定にアクセスする
1. カメラのWebページで、[AppsAppsApps (((アアアプププリリリ)))] に移動し、アプリケーションを起動して、[OpenOpenOpen (((開開開くくく)))] をク

リックします。
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はじめに

1

2

3

4

1 タブ
2 ライブビュー
3 最新のイベント
4 イベントログ

カメラ取り付けの推奨事項
• 設置場所を選択するときは、日の出や日の入りの間などに、直射日光が画像に影響を及ぼす可能

性があることに注意してください。

• [AccessAccessAccess controlcontrolcontrol (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] シナリオでのカメラの取り付け高さは、車両とカメラとの間の
距離の半分にする必要があります。
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はじめに

• [FreeFreeFree flowflowflow (((フフフリリリーーーフフフロロローーー)))] (低速走行車両のナンバープレート認識) シナリオでのカメラの取り付け高さ
は、車両とカメラとの間の距離の半分未満にする必要があります。

[AccessAccessAccess controlcontrolcontrol (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] キャプチャー距離: 2～7 m。この例はAXIS P3245-LVE-3 License Plate
Verifier Kitに基づいています。

キャプチャー距離: (x) 取り付け高さ (y)

2.0 m 1.0 m

3.0 m 1.5 m

4.0 m 2.0 m

5.0 m 2.5 m

7.0 m 3.5 m

[FreeFreeFree flowflowflow (((フフフリリリーーーフフフロロローーー)))] キャプチャー距離: 7～20 m。この例はAXIS P1455-LE-3 License Plate Verifier Kitに
基づいています。

キャプチャー距離 (x) 取り付け高さ (y)

7.0 m 3.0 m

10.0 m 4.0 m

15.0 m 6.0 m

20.0 m 10.0 m

• カメラの取り付け角度は、いずれの方向でも30°より大きくしないでください。
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はじめに

横からの取り付け角度。

上からの取り付け角度。

• ナンバープレートの画像は、水平方向に5°を超えてチルトさせないでください。画像が5°を超
えてチルトしている場合は、ライブストリームでナンバープレートが水平に表示されるように、カメ
ラを調整することをお勧めします。

9



AXIS License Plate Verifier

はじめに

水平方向のチルト。

ステップバイステップガイド
アプリケーションを最初に実行するときは、ステップバイステップガイドを使用して [FreeFreeFree flowflowflow (((フフフリリリーーーフフフロロローーー)))]
または [AccessAccessAccess controlcontrolcontrol (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] を設定します。この設定は、後で [ConfigurationConfigurationConfiguration wizardwizardwizard (((設設設定定定
ウウウィィィザザザーーードドド)))] の [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] タブで変更できます。

フリーフロー
フリーフローでは、このアプリケーションは大規模な連絡道路、市街地のほか、キャンパス、港、空港などの閉
鎖されたエリアで、低速走行車両のナンバープレートを検知して読み取ることができます。これにより、VMS
でLPRフォレンジック検索やLPRトリガーイベントが可能になります。

1. [FreeFreeFree flowflowflow (((フフフリリリーーーフフフロロローーー)))] を選択し、[NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

2. カメラの取り付け方法に応じて画像の回転を選択します。

3. 対象範囲の数を選択します。1つの範囲で、両方向でプレートを検知できることに注意してください。

4. カメラが配置されている範囲を選択します。

5. キャプチャータイプを選択します。

- LicenseLicenseLicense plateplateplate cropcropcrop (((ナナナンンンバババーーープププレレレーーートトトのののクククロロロッッップププ))): ナンバープレートのみが保存されます。

- VVVehicleehicleehicle cropcropcrop (((車車車両両両のののクククロロロッッップププ))): キャプチャーされた車両全体が保存されます。

- FrameFrameFrame downsizeddownsizeddownsized 480x270480x270480x270 (480x270(480x270(480x270 にににダダダウウウンンンサササイイイズズズささされれれたたたフフフレレレーーームムム))): 画像全体が保存され、解
像度は480x270に下げられます。

- FullFullFull frameframeframe (((フフフルルルフフフレレレーーームムム))): 画像全体がフル解像度で保存されます。

6. アンカーポイントをドラッグして、対象範囲を調整します。12ページ対象範囲を調整する を参照
してください。

7. 対象範囲の方向を調整します。矢印をクリックして回転させて、方向を設定します。方向により、対象
範囲に出入りする車両がアプリケーションで登録される方法が決まります。

8. [NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

9. [ProtocolProtocolProtocol (((プププロロロトトトコココルルル)))] ドロップダウンリストで、以下のいずれかのプロトコルを選択します。
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- TCP

- HTTP POST

10. [ServerServerServer URLURLURL (((サササーーーバババーーーのののURL)URL)URL)] フィールドに、以下の形式でサーバーのアドレスとポートを入力しま
す。127.0.0.1:8080

11. [DeviceDeviceDevice IDIDID (((デデデバババイイイスススID)ID)ID)] フィールドに装置の名前を入力するか、そのままにします。

12. [EventEventEvent typestypestypes (((イイイベベベンンントトトタタタイイイプププ)))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。

- [NewNewNew (((新新新規規規)))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。

- [UpdateUpdateUpdate (((更更更新新新)))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、プレートの
移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかです。

- [LostLostLost (((消消消失失失)))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。これに
は、ナンバープレートの方向も含まれます。

13. この機能をオンにするには、[SendSendSend eventeventevent datadatadata tototo serverserverserver (((イイイベベベンンントトトデデデーーータタタをををサササーーーバババーーーににに送送送信信信すすするるる)))]
を選択します。

14. HTTP POSTを使用する際に帯域幅を削減するには、[DoDoDo notnotnot tototo sendsendsend imagesimagesimages throughthroughthrough HTHTHTTPTPTP POSTPOSTPOST (HT(HT(HTTPTPTP
POSTPOSTPOST ででで画画画像像像ををを送送送信信信しししななないいい)))] を選択します。

15. [NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

16. 登録済みのプレートのリストがすでにある場合は、[blocklistblocklistblocklist (((ブブブロロロッッックククリリリススストトト)))] としてインポートする
か、[allowlistallowlistallowlist (((許許許可可可リリリススストトト)))] としてインポートするかを選択します。

17. [FinishFinishFinish (((完完完了了了)))] をクリックします。

アクセスコントロール
セットアップウィザードを使用すると、すばやく簡単に設定できます。[SkipSkipSkip (((スススキキキッッップププ)))] を選択して、いつでも
ガイドを読み飛ばすことができます。

1. [AccessAccessAccess controlcontrolcontrol (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] を選択し、[NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

2. 使用するアクセスコントロールのタイプを選択します。

- カメラでリストを管理する場合は、[InternalInternalInternal I/OI/OI/O (((内内内部部部I/O)I/O)I/O)] を選択します。22ページ既知の車両
の場合に、カメラのI/Oを使用してゲートを開く を参照してください。

- ドアコントローラーを接続する場合は、[ControllerControllerController (((コココンンントトトロロローーーラララーーー)))] を選択します。24ページ
ドアコントローラーに接続する を参照してください。

- リレーモジュールに接続する場合は、[RelayRelayRelay (((リリリレレレーーー)))] を選択します。21ページ既知の車両の場
合に、リレーモジュールを使用してゲートを開く を参照してください。

3. [BarrierBarrierBarrier modemodemode (((ゲゲゲーーートトトモモモーーードドド)))] ドロップダウンリストの [OpenOpenOpen fromfromfrom listslistslists (((リリリススストトトかかかららら開開開くくく)))] で、
[AllowlistAllowlistAllowlist (((許許許可可可リリリススストトト)))] を選択します。

4. [V[V[Vehicleehicleehicle direction]direction]direction] (((車車車両両両ののの方方方向向向))) ドロップダウンリストから [out][out][out] (((出出出庫庫庫))) を選択します。

5. [ROIROIROI] ドロップダウンリストで、使用する対象範囲を選択するか、すべての対象範囲を使用するか
を選択します。

6. [NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

[ImageImageImage settingssettingssettings (((画画画像像像設設設定定定)))] ページで、次の設定を行います。

1. 対象範囲の数を選択します。

2. カメラが配置されている範囲を選択します。
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3. キャプチャータイプを選択します。13ページ画像キャプチャーの設定を調整する を参照してください。

4. アンカーポイントをドラッグして、対象範囲を調整します。12ページ対象範囲を調整する を参照
してください。

5. 対象範囲の方向を調整します。方向により、対象範囲に出入りする車両がアプリケーションで登録
される方法が決まります。

6. [NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

[EventEventEvent datadatadata (((イイイベベベンンントトトデデデーーータタタ)))] ページ で、次の処理を行います。

注
詳細な設定については、以下を参照してください。29ページサードパーティ製ソフトウェアへのイベ
ント情報のプッシュ .

1. [ProtocolProtocolProtocol (((プププロロロトトトコココルルル)))] ドロップダウンリストで、以下のいずれかのプロトコルを選択します。

- TCP

- HTTP POST

2. [ServerServerServer URLURLURL (((サササーーーバババーーーのののURL)URL)URL)] フィールドに、以下の形式でサーバーのアドレスとポートを入力しま
す。127.0.0.1:8080.

3. [DeviceDeviceDevice IDIDID (((デデデバババイイイスススID)ID)ID)] フィールドに装置の名前を入力するか、そのままにします。

4. [EventEventEvent typestypestypes (((イイイベベベンンントトトタタタイイイプププ)))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。

- [NewNewNew (((新新新規規規)))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。

- [UpdateUpdateUpdate (((更更更新新新)))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、プレートの
移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかです。

- [LostLostLost (((消消消失失失)))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。これに
は、ナンバープレートの方向も含まれます。

5. この機能をオンにするには、[SendSendSend eventeventevent datadatadata tototo serverserverserver (((イイイベベベンンントトトデデデーーータタタをををサササーーーバババーーーににに送送送信信信すすするるる)))]
を選択します。

6. HTTP POSTを使用する際に帯域幅を削減するには、[DoDoDo notnotnot tototo sendsendsend imagesimagesimages throughthroughthrough HTHTHTTPTPTP POSTPOSTPOST (HT(HT(HTTPTPTP
POSTPOSTPOST ででで画画画像像像ををを送送送信信信しししななないいい)))] を選択します。

7. [NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

[Import[Import[Import listlistlist fromfromfrom aaa .csv.csv.csv filefilefile (.csv(.csv(.csvフフファァァイイイルルルかかからららリリリススストトトをををイイインンンポポポーーートトト)))] ページで、次の操作を行います。

1. 登録済みのプレートのリストがすでにある場合は、[blocklistblocklistblocklist (((ブブブロロロッッックククリリリススストトト)))] としてインポートする
か、[allowlistallowlistallowlist (((許許許可可可リリリススストトト)))] としてインポートするかを選択します。

2. [FinishFinishFinish (((完完完了了了)))] をクリックします。

対象範囲を調整する
注

対象範囲を60ºより大きく移動した場合、またはライブビューの外部に配置した場合、対象範囲は自動
的にデフォルトの位置に戻ります。設定を保存した後、対象範囲が適切な位置に留まっていること
を確認してください。

1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] に移動します。

2. [EditEditEdit areaareaarea ofofof interestinterestinterest (((対対対象象象範範範囲囲囲ををを編編編集集集)))] をクリックします。
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3. 確認とキャプチャーされた画像を改善するには、[ZoomZoomZoom (((ズズズーーームムム)))] に移動し、スライダーを要望に
合わせて調整します。

4. カメラのフォーカスを自動的に車両に合わせるには、[AutofocusAutofocusAutofocus (((オオオーーートトトフフフォォォーーーカカカススス)))] をクリックしま
す。フォーカスを手動で設定するには、[FocusFocusFocus (フォーカス)] に移動し、スライダーで調整します。

5. 対象範囲を調整するには、範囲内の任意の場所をクリックして、青色で強調表示されているアンカーポ
イントをドラッグします。

6. [EventEventEvent logloglog (((イイイベベベンンントトトロロログググ)))] で正しい方向のフィードバックを取得するには、運転方向に矢印を向けま
す。対象範囲の外側をクリックし、矢印をクリックして回転させて、方向を設定します。方向のフィー
ドバックは、[Direction][Direction][Direction] (((方方方向向向))) 列に表示されます。1つの範囲で両方向のプレートを検知できます。

• 2つ目の対象範囲を追加するには、[AreaAreaArea ofofof interestinterestinterest (((対対対象象象範範範囲囲囲)))] ドロップダウンメニューで [222] を選
択します。

対象範囲が1つの例。

注
パフォーマンス上の理由から、対象範囲をできるだけ小さく保ってください。

地域の選択
1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [ImageImageImage (((画画画像像像)))] に移動します。

2. [RegionRegionRegion (((地地地域域域)))] ドロップダウンリストから地域を選択します。

画像キャプチャーの設定を調整する
1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [ImageImageImage (((画画画像像像)))] に移動します。

2. キャプチャーされた画像の解像度を変更するには、[ResolutionResolutionResolution (((解解解像像像度度度)))] に移動します。
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3. キャプチャーされた画像の回転を変更するには、[ImageImageImage rotationrotationrotation (((画画画像像像ののの回回回転転転)))] に移動します。

4. キャプチャーされた画像の保存方法を変更するには、[SaveSaveSave fullfullfull frameframeframe (((フフフルルルフフフレレレーーームムムををを保保保存存存)))] に移
動します。

- LicenseLicenseLicense plateplateplate cropcropcrop (((ナナナンンンバババーーープププレレレーーートトトのののクククロロロッッップププ))): ナンバープレートのみが保存されます。

- VVVehicleehicleehicle cropcropcrop (((車車車両両両のののクククロロロッッップププ))): キャプチャーされた車両全体が保存されます。

- FrameFrameFrame downsizeddownsizeddownsized 480x270480x270480x270 (480x270(480x270(480x270 にににダダダウウウンンンサササイイイズズズささされれれたたたフフフレレレーーームムム))): 画像全体が保存され、解
像度は480x270に下げられます。

- FullFullFull frameframeframe (((フフフルルルフフフレレレーーームムム))): 画像全体がフル解像度で保存されます。

イベントストレージを設定する
イベントは、キャプチャーした画像、ナンバープレート、関心領域番号、車の方向、アクセス、日付と時刻
で構成されます。

この使用事例では、許可リストに追加されたナンバープレート番号のイベントを30日間、保存する方法につ
いて説明します。

要件:

• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。

• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。

• 内部ストレージまたはカメラに取り付けられたSDカード。

1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [EventsEventsEvents (((イイイベベベンンントトト)))] に移動します。

2. [SaveSaveSave eventseventsevents (((イイイベベベンンントトトののの保保保存存存)))] で、[AllowlistedAllowlistedAllowlisted (((許許許可可可リリリススストトト)))] を選択します。

3. [DeleteDeleteDelete eventseventsevents afterafterafter (((イイイベベベンンントトトををを削削削除除除すすするるるまままでででののの日日日数数数)))] で、[303030 daysdaysdays (30(30(30日日日)))] を選択します。

注
アプリの実行中に挿入されたSDカードを検知するには、アプリを再起動する必要があります。カメラにSD
カードが取り付けられている場合、デフォルトストレージとしてSDカードが自動的に選択されます。
AXIS License Plate Verifierは、カメラの内部メモリを利用して、ナンバープレートのクロップをフレームと
して使って最大1,000件のイベントを保存します。大型のフレームを使用する場合、保存できるイベン
トの量が変わります。
画像キャプチャーの設定を変更するには、[SettingsSettingsSettings >>> ImageImageImage (((設設設定定定 >>> 画画画像像像))) ] に移動します。SDカードは、
任意のタイプのフレームを使用して最大100,000件のイベントを保存できます。
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検知されたナンバープレートをリストに追加する
アプリケーションによって検知されたナンバープレートはリストに直接追加できます。

1. [ EventEventEvent logloglog (((イイイベベベンンントトトロロログググ)))] タブをクリックします。

2. [LatestLatestLatest EventEventEvent (((最最最新新新のののイイイベベベンンントトト)))] に移動します。

3. 追加するナンバープレートの横にある [AddAddAdd tototo listlistlist (((リリリススストトトににに追追追加加加)))] をクリックします。

4. リストのドロップダウンメニューで、ナンバープレートを追加する先のリストを選択します。

5. [AppendAppendAppend (((追追追加加加)))] をクリックします。

ナンバープレートに説明を追加する
リストのナンバープレートに説明を追加する方法:

• [ListListList managementmanagementmanagement (((リリリススストトト管管管理理理)))] に移動します。

• 編集するナンバープレートを選択し、ペンのアイコンをクリックします。

• リストの一番上にあるDescriptionDescriptionDescription (((説説説明明明)))フィールドに関連情報を入力します

• ディスクアイコンをクリックして保存します。

リスト名のカスタマイズ
特定の使用事例に合わせて、任意のリストの名前を変更できます。

1. [ListListList managementmanagementmanagement (((リリリススストトト管管管理理理)))] に移動します。

2. 変更するリストのリストメニューに移動します。

3. [RenameRenameRename (((名名名前前前ののの変変変更更更)))] を選択します。

4. リストの名前を入力します。

新しいリスト名が既存のすべての設定で更新されます。

許可リストに含まれるナンバープレート番号をインポートする
コンピューター上の.csvファイルから、許可リストに含まれるライセンスプレート番号をインポートすることがで
きます。ナンバープレート番号に加えて、番号ごとに.csvファイルにコメントを追加することもできます。

.csvファイルの構造は、以下のようにする必要があります。ナンバープレート,日付,説明

例例例:::
ナンバープレートのみ: AXIS123

ナンバープレート + 説明: AXIS123,,John Smith

ナンバープレート + 日付 + 説明: AXIS123,2022-06-08,John Smith

1. [ListListList managementmanagementmanagement (((リリリススストトト管管管理理理)))] に移動します。
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2. [AllowlistAllowlistAllowlist (((許許許可可可リリリススストトト)))] の横にあるコンテキストメニューに移動し、[ImportImportImport fromfromfrom filefilefile (((フフファァァイイイルルルかかからららイイイ
ンンンポポポーーートトト)))] を選択します。

3. コンピューター上の.csvファイルに移動して選択します。

4. [OKOKOK] をクリックします。

5. [AllowlistAllowlistAllowlist (((許許許可可可リリリススストトト)))] に、インポートしたナンバープレート番号が表示されていることを確認します。

ナンバープレートリストを他のカメラと共有する
ネットワーク上でナンバープレートリストを他のカメラと共有することができます。同期すると、他のカメラに
ある現在のナンバープレートリストがすべて上書きされます。

1. [ListListList managementmanagementmanagement (((リリリススストトト管管管理理理)))] に移動します。

2. [CameraCameraCamera synchronizationsynchronizationsynchronization (((カカカメメメラララののの同同同期期期)))] で、IPアドレス、ユーザー名、パスワードを入力します。

3. [+++] をクリックします。

4. [CameraCameraCamera synchronizationsynchronizationsynchronization (((カカカメメメラララののの同同同期期期)))] をクリックします。

5. [LastLastLast syncsyncsync (((最最最後後後ののの同同同期期期)))] の日付と時刻が適切に更新されていることを確認してください。

スケジュールリスト
リストは、特定の曜日の特定の時間帯にのみアクティブになるようにスケジュール設定することができま
す。リストをスケジュール設定する方法:

• [ListListList managementmanagementmanagement (((リリリススストトト管管管理理理)))] に移動します。

• スケジュールするリストのリストメニューに移動します。

• ポップアップメニューから [ScheduleScheduleSchedule (((スススケケケジジジュュューーールルル)))] を選択します。

• 開始時刻と終了時刻、リストをアクティブにする日を選択します。

• EnabledEnabledEnabled (((有有有効効効化化化))) の隣にあるボタンをクリックします。

• [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。
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テキストオーバーレイの設定
テキストオーバーレイでは、ライブビューに以下のイベント情報が表示されます。曜日、月、時刻、年、ナ
ンバープレート番号。

1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [ImageImageImage (((画画画像像像)))] に移動します。

2. [TTTextextext overlayoverlayoverlay (((テテテキキキススストトトオオオーーーバババーーーレレレイイイ)))] を有効にします。

3. [OverlayOverlayOverlay durationdurationduration (((オオオーーーバババーーーレレレイイイ期期期間間間)))] を1～9秒の値に設定します。

4. [DatetimeDatetimeDatetime +++ LPLPLP (((日日日付付付時時時刻刻刻 +++ ナナナンンンバババーーープププレレレーーートトト)))] または [LPLPLP (((ナナナンンンバババーーープププレレレーーートトトのののみみみ)))] のいずれか
を選択します。

5. オーバーレイがライブビューに表示されていることを確認します。

低照度下でナンバープレートを検知する
検知のたびに、アルゴリズムによってスコアがつけられます。これは感度 (信頼パラメーター) と呼ばれます。選
択した感度よりスコアが低い検知は、イベントのリストに表示されません。

低照度のシーンでは、感度を低くすることができます。

1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [DetectionDetectionDetection parametersparametersparameters (((検検検知知知パパパラララメメメーーータタターーー)))] に移動します。

2. [SensitivitySensitivitySensitivity levellevellevel (((感感感度度度)))] でスライダーを調整します。誤検知を防ぐために、閾値は一度に0.05ずつ下
げることをお勧めします。

3. アルゴリズムが期待どおりにナンバープレートを検知することを確認します。

ナンバープレートで少ない文字数を許可する
このアプリケーションには、ナンバープレートを検知するときのデフォルトの最小文字数があります。デ
フォルトの最小文字数は5です。より少ない文字数でナンバープレートを検知するように、アプリケーション
を設定できます。

1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [DetectionDetectionDetection parametersparametersparameters (((検検検知知知パパパラララメメメーーータタターーー)))] に移動します。

2. [MinimumMinimumMinimum numbernumbernumber ofofof characterscharacterscharacters (((最最最小小小文文文字字字数数数)))] フィールドに、許可する最小文字数を入力します。

3. アプリケーションが期待どおりにナンバープレートを検知することを確認します。

ナンバープレートの完全一致のみを許可する
マッチングアルゴリズムは、検知されたナンバープレートを許可リストやブロックリストと照合するとき、1文字
の逸脱を自動的に許可します。しかし、シナリオによっては、ナンバープレートのすべての文字が完全に一
致している必要があります。

1. [ListListList managementmanagementmanagement (((リリリススストトト管管管理理理)))] に移動します。

2. [StrictStrictStrict matchingmatchingmatching (((厳厳厳密密密ななな一一一致致致)))] をクリックして有効にします。

3. アプリケーションが期待どおりにナンバープレートを照合することを確認します。
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ナンバープレートの照合時に複数の文字の逸脱を許可する
マッチングアルゴリズムは、検知されたナンバープレートを許可リストやブロックリストと照合するとき、1文字
の逸脱を自動的に許可します。ただし、複数の文字の逸脱を許可することもできます。

1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [DetectionDetectionDetection parametersparametersparameters (((検検検知知知パパパラララメメメーーータタターーー)))] に移動します。

2. [AllowedAllowedAllowed charactercharactercharacter deviationdeviationdeviation (((許許許可可可ささされれれるるる文文文字字字ののの逸逸逸脱脱脱)))] で、異なることが許可される文字の数を選
択します。

3. アプリケーションが期待どおりにナンバープレートを照合することを確認します。

オペレーターに制限付きアクセス権を付与する
オペレーターには、URLを介したアプリへの制限付きのアクセス権を付与することができます。これによ
り、イイイベベベンンントトトロロログググとリリリススストトト管管管理理理にのみアクセスできます。このURLは、[SettingsSettingsSettings >>> UserUserUser rightsrightsrights (((設設設定定定 >>> ユユユーーー
ザザザーーー権権権限限限)))] で確認できます。

安全な接続を設定する
カメラとドアコントローラーとの間など、装置間の通信とデータを保護するために、証明書を使用してHTTPSによ
る安全な接続を設定します。

1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [SecuritySecuritySecurity (((セセセキキキュュュリリリテテティィィ)))] に移動します。

2. [HTTPS] で、[EnableEnableEnable HTHTHTTPSTPSTPS (HT(HT(HTTPSTPSTPSををを有有有効効効にににすすするるる)))] を選択します。

3. [SelfSelfSelf---signedsignedsigned (((自自自己己己署署署名名名)))] または [CACACA---signedsignedsigned (CA(CA(CA署署署名名名)))] のいずれかを選択します。

注
HTTPSとその使用方法の詳細については、を参照してください。

アプリ設定のバックアップとリストア
画像取り込み、セキュリティ、検出、統合に関連するアプリで行った設定のバックアップとリストア (復元) がで
きます。問題の発生時にも、バックアップした設定を復元することができます。

アプリの設定をバックアップする方法:

• [SettingsSettingsSettings >>> MaintenanceMaintenanceMaintenance (((設設設定定定 >>> メメメンンンテテテナナナンンンススス)))] に移動します。

• BackupBackupBackup configurationconfigurationconfiguration (((バババッッックククアアアッッップププののの設設設定定定))) をクリックします。

JSONファイルがダウンロードフォルダに表示されます。

アプリの設定をリストアする方法:

• [SettingsSettingsSettings >>> MaintenanceMaintenanceMaintenance (((設設設定定定 >>> メメメンンンテテテナナナンンンススス)))] に移動します。

• [RestoreRestoreRestore configurationconfigurationconfiguration (((設設設定定定のののリリリススストトトアアア)))] をクリックします。

バックアップを含むJSONファイルを選択します。

設定が自動的に復元されます。

すべてのイベントをクリアする
アプリを設定した後は、設定時の画像や取得したプレートの記録を消去しておくことを推奨します。
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データベースからすべての画像とプレートを消去する方法:

[SettingsSettingsSettings >>> MaintenanceMaintenanceMaintenance (((設設設定定定 >>> メメメンンンテテテナナナンンンススス)))] に移動します。

• [すすすべべべてててののの認認認識識識結結結果果果のののクククリリリアアア] をクリックします。

• [はははいいい] をクリックします。

仮想ポートを使用したアクションのトリガー
仮想ポートをアクセスコントロールと組み合わせて使用して、任意の種類のアクションをトリガーできます。この
例では、仮想ポートとカメラのI/Oポートを使用してテキストオーバーレイを表示するように、AXIS License Plate
Verifierを設定する方法について説明します。

要件:

• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。

• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動および実行されている。

• ゲートとカメラのI/Oポートの間にケーブルが接続されている。

• 基本的な設定が終了している。 5 ページ基本設定 を参照してください。

1. アプリケーションのWebページに移動し、[SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] タブを選択します。

2. [AccessAccessAccess controlcontrolcontrol (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] に移動します。

3. [AccessAccessAccess controlcontrolcontrol (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] で、[TTTypeypeype (((タタタイイイプププ)))] ドロップダウンリストを選択し、[InternalInternalInternal
I/OI/OI/O (((内内内部部部I/O)I/O)I/O)] を選択します。

4. [I/OI/OI/O outputoutputoutput ### (I/O(I/O(I/O出出出力力力番番番号号号)))] を選択します。

5. [VirtualVirtualVirtual portportport (((仮仮仮想想想ポポポーーートトト)))] ドロップダウンリストでポートを選択します。

6. [BarrierBarrierBarrier modemodemode (((バババリリリアアアモモモーーードドド)))] ドロップダウンリストで [OpenOpenOpen tototo allallall (((すすすべべべててて受受受けけけ入入入れれれるるる)))] を選択します。

7. [VVVehicleehicleehicle directiondirectiondirection (((車車車両両両ののの方方方向向向)))] ドロップダウンリストで [anyanyany (((すすすべべべててて)))] を選択します。

8. [ROIROIROI] ドロップダウンリストで、使用する対象範囲を選択するか、すべての対象範囲を使用するか
を選択します。

9. カメラのWebページで、[System[System[System (((シシシススステテテムムム)])])] >>> [Events[Events[Events (((イイイベベベンンントトト)])])] に移動します。

10. [AddAddAdd rulerulerule (((ルルルーーールルルををを追追追加加加)))] をクリックします。

11. [ConditionConditionCondition (((条条条件件件)))] で、[VirtualVirtualVirtual inputinputinput isisis activeactiveactive (((仮仮仮想想想入入入力力力がががアアアクククテテティィィブブブ)))]、指定したポート番号を選
択します。

12. [ActionActionAction (((アアアクククシシショョョンンン)))] で [UseUseUse overlayoverlayoverlay texttexttext (((オオオーーーバババーーーレレレイイイテテテキキキススストトトををを使使使用用用すすするるる)))] を選択します。

13. [VideoVideoVideo channelschannelschannels (((ビビビデデデオオオチチチャャャンンンネネネルルル)))] を選択します。

14. 表示するテキストを入力します。

15. テキストの継続時間の追加

16. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

17. [Video[Video[Video (((ビビビデデデオオオ)])])] >>> [Overlays[Overlays[Overlays (((オオオーーーバババーーーレレレイイイ)])])] に移動します。

18. [OverlaysOverlaysOverlays (((オオオーーーバババーーーレレレイイイ)))] に移動します。

19. ドロップダウンメニューで [TTTextextext (((テテテキキキススストトト)))] を選択し、[+++] をクリックします。
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20. 「#D」と入力するか、[ModifiersModifiersModifiers (((修修修飾飾飾子子子)))] ドロップダウンリストで修飾子を選択します。

21. ライブビューで車両が関心領域に入ると、テキストオーバーレイが表示されることを確認します。
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車両の入出庫のシナリオ

車両の入出庫のシナリオでは、アプリケーションはカメラにキャプチャーされた車両のナンバープレートを読み
取り、カメラに保存されている許可されたナンバープレート番号のリスト、または許可されていないもののリ
ストに照らしてナンバープレートを検証します。

このシナリオでは、バリアを開閉するために、I/Oをサポートするカメラまたは接続されたI/Oリレーモジュールに
アプリケーションが組み込まれている必要があります。

車両の入出庫のシナリオで可能な2つの設定。

1 AXIS License Plate Verifierが搭載されたAxisカメラ
2 I/O通信
3 ゲート
4 Axis I/Oリレーモジュール
5 IP通信

既知の車両の場合に、リレーモジュールを使用してゲートを開く
この使用事例では、AXIS License Plate Verifier をリレーモジュールと共に設定して、特定の関心領域 (ROI) を通過し
て駐車場などに入っていく既知の車両に対してゲートを開く方法について説明します。

要件:

• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。

• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動および実行されている。

• ゲートとリレーモジュールの間にケーブルが接続されている。

• 基本的な設定が終了している。 5 ページ基本設定 を参照してください。

1. カメラのWebページに移動し、[Settings][Settings][Settings] (((設設設定定定))) を選択してAXIS License Plate Verifierを開きます。

2. リレーモジュールのWebページに移動し、リレーポートがカメラのI/Oポートに接続されていること
を確認します。
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3. リレーモジュールのIPアドレスをコピーします。

4. AXIS License Plate Verifierに戻ります。

5. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] >>> [AccessAccessAccess controlcontrolcontrol (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] に移動します。

6. [TTTypeypeype (((タタタイイイプププ)))] に移動し、ドロップダウンリストで [TTTypeypeype (((リリリレレレーーー)))] を選択します。

7. [I/OI/OI/O outputoutputoutput (I/O(I/O(I/O出出出力力力)))] ドロップダウンリストで、ゲートに接続されているI/Oポートを選択します。

8. [BarrierBarrierBarrier modemodemode (((ゲゲゲーーートトトモモモーーードドド)))] ドロップダウンリストで [OpenOpenOpen fromfromfrom listslistslists (((リリリススストトトかかかららら開開開くくく)))] を選択
し、[AllowlistAllowlistAllowlist (((許許許可可可リリリススストトト)))] をオンにします。

9. [VVVehicleehicleehicle directiondirectiondirection (((車車車両両両ののの方方方向向向)))] ドロップダウンリストから [ininin (((入入入庫庫庫)))] を選択します。

10. [ROIROIROI] ドロップダウンリストから、目的の車線をカバーする対象範囲を選択します。

11. 以下の情報を入力します。

- リレーモジュールのIPアドレスは192.168.0.0の形式

- リレーモジュールのユーザー名

- リレーモジュールのパスワード

12. 接続が機能することを確認し、[ConnectConnectConnect (((接接接続続続)))] をクリックします。

13. 接続をアクティブにするには、[TTTurnurnurn ononon integrationintegrationintegration (((統統統合合合ををを有有有効効効にににすすするるる)))] をクリックします。

14. [ListListList managementmanagementmanagement (((リリリススストトト管管管理理理)))] タブに移動します。

15. [AllowlistAllowlistAllowlist (((許許許可可可リリリススストトト)))] フィールドにナンバープレート番号を入力します。

注
リレーモジュール上の物理的な入力ポート1～8が、ドロップダウンリストのポート1～8に対応します。た
だし、リレーモジュール上のリレーポート1～8は、ドロップダウンリストのポート9～16に対応します。こ
れは、リレーモジュールにポートが8個しかない場合も同じです。

16. アプリケーションが、許可リストに含まれるナンバープレート番号を既知の車両として識別し、
ゲートが正常に開くことを確認してください。

既知の車両の場合に、カメラのI/Oを使用してゲートを開く
この例では、既知の車両が駐車場に入るような場合に、カメラのI/Oポートを使用してゲートを開くよう
にAXIS License Plate Verifierを設定する方法について説明します。

要件:

• カメラがネットワークに物理的に設置および接続されている。

• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動および実行されている。

• ゲートとカメラのI/Oポートの間にケーブルが接続されている。

• 基本的な設定が終了している。 5 ページ基本設定 を参照してください。
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このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=45013&section=open-a-barrier-for-known-vehicles-using-the-cameras-io

既知の車両の場合に、カメラのI/Oを使用してゲートを開く

1. アプリケーションのWebページに移動し、[EventEventEvent logloglog (((イイイベベベンンントトトロロログググ)))] タブを選択して、検知された
ナンバープレートをリストに追加します。15ページ検知されたナンバープレートをリストに追加
する を参照してください。

2. リストを直接編集するには、[ListListList managementmanagementmanagement (((リリリススストトト管管管理理理)))] タブに移動します。

3. [AllowlistAllowlistAllowlist (((許許許可可可リリリススストトト)))] フィールドに許可されたナンバープレート番号を入力します。

4. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] タブに移動します。

5. [AccessAccessAccess controlcontrolcontrol (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] で、[TTTypeypeype (((タタタイイイプププ)))] ドロップダウンリストを選択し、[InternalInternalInternal
I/OI/OI/O (((内内内部部部I/O)I/O)I/O)] を選択します。

6. [I/OI/OI/O outputoutputoutput ### (I/O(I/O(I/O出出出力力力番番番号号号)))] を選択します。

7. [BarrierBarrierBarrier modemodemode (((ゲゲゲーーートトトモモモーーードドド)))] ドロップダウンリストで [OpenOpenOpen fromfromfrom listslistslists (((リリリススストトトかかかららら開開開くくく)))] を選択
し、[AllowlistAllowlistAllowlist (((許許許可可可リリリススストトト)))] をオンにします。

8. [VVVehicleehicleehicle directiondirectiondirection (((車車車両両両ののの方方方向向向)))] ドロップダウンリストから [ininin (((入入入庫庫庫)))] を選択します。

9. [ROIROIROI] ドロップダウンリストで、使用する対象範囲を選択するか、すべての対象範囲を使用するか
を選択します。

10. アプリケーションが、許可リストに含まれるナンバープレート番号を既知の車両として識別し、
ゲートが正常に開くことを確認してください。

注
特定の使用事例に合わせて、任意のリストの名前を変更できます。

許可されていない車両に関する通知を受け取る
この例では、カメラで通知をトリガーするイベントを作成できるように、アプリケーションを設定する方法
について説明します。

要件:

• 基本的な設定が終了している。 5 ページ基本設定 を参照してください。

1. [ListListList managementmanagementmanagement (((リリリススストトト管管管理理理)))] に移動します。

2. [BlocklistBlocklistBlocklist (((ブブブロロロッッックククリリリススストトト)))] フィールドにナンバープレート番号を入力します。

3. カメラのWebページに移動します。

4. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [EventsEventsEvents (((イイイベベベンンントトト)))] に移動し、アプリケーションを条件とし、通知をアクションとす
るアクションルールを設定します。

5. アプリケーションが、追加されたナンバープレート番号を許可されていない車両として識別し、アク
ションルールが正常に実行されることを確認してください。
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車両アクセスコントロールのシナリオ

車両のアクセスコントロールのシナリオでは、アプリケーションをAxisネットワークドアコントローラーに接続し
て、アクセスルールを設定し、アクセス時間のスケジュールを作成し、従業員だけでなく訪問者やサプライ
ヤーの車両アクセスも処理することができます。

バックアップ用に、ドアコントローラーとカードリーダーを含むアクセスシステムを使用します。ドアコントロー
ラーとカードリーダーを設定する方法については、axis.comにあるユーザードキュメントを参照してください。

1 AXIS License Plate Verifierが搭載されたAxisカメラ
2 IP通信
3 カードリーダーを備えたAxisネットワークドアコントローラー
4 I/O通信
5 ゲート
6 オプションのサードパーティ製ソフトウェア

ドアコントローラーに接続する
この例では、カメラをネットワークドアコントローラーに接続します。つまり、カメラがセンサーとして機能し
ます。カメラはコントローラーに情報を転送し、コントローラーは情報を分析し、イベントをトリガーします。

注
AXIS License Plate VerifierとAXIS Entry Managerを切り替えたときは、すべてのパラメーターにアクセスでき
るように必ずWebページを更新してください。

要件 :

• カメラとドアコントローラーが物理的に設置され、ネットワークに接続されている。

• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動され実行されている。

• 基本的な設定が終了している。 5 ページ基本設定 を参照してください。
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このビデオを見るには、このドキュメントのWeb
バージョンにアクセスしてください。

help.axis.com/?&piaId=45013&section=connect-to-a-door-controller

AXIS A1001 Door Controllerでこのアプリケーションを起動して実行する方法。

AXISAXISAXIS EntryEntryEntry ManagerManagerManager でのハードウェアの設定

1. AXIS Entry Managerに移動し、[Setup][Setup][Setup] (((設設設定定定))) で新しいハードウェア設定を開始します。

2. ハードウェアの設定で、ネットワークドアコントローラーの名前を「ゲート ローラー」に変更します。

3. [Next][Next][Next] (((次次次へへへ))) をクリックします。

4. [Configure[Configure[Configure lockslockslocks connectedconnectedconnected tototo thisthisthis controller]controller]controller] (((こここのののコココンンントトトロロローーーラララーーーににに接接接続続続ささされれれててていいいるるるロロロッッックククををを設設設定定定すすす
るるる))) で、[Door[Door[Door monitor]monitor]monitor] (((ドドドアアアモモモニニニタタターーー))) オプションをクリアします。

5. [Next][Next][Next] (((次次次へへへ))) をクリックします。

6. [Configure[Configure[Configure readersreadersreaders connectedconnectedconnected tototo thisthisthis controller]controller]controller] (((こここのののコココンンントトトロロローーーラララーーーににに接接接続続続ささされれれててていいいるるるリリリーーーダダダーーーををを設設設
定定定すすするるる))) で、[Exit[Exit[Exit reader]reader]reader] (((外外外部部部リリリーーーダダダーーー))) オプションをクリアします。

7. [Finish][Finish][Finish] (((完完完了了了))) をクリックします。

ConfigurationConfigurationConfiguration ininin AXISAXISAXIS LicenseLicenseLicense PlatePlatePlate VVVerifiererifiererifierでででののの設設設定定定

1. AXIS License Plate VerifierのWebページに移動します。

2. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] > [AccessAccessAccess controlcontrolcontrol (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] に移動します。

3. [TTTypeypeype (((タタタイイイプププ)))] に移動し、ドロップダウンリストで [ControllerControllerController (((コココンンントトトロロローーーラララーーー)))] を選択します。

4. 以下の情報を入力します。

- コントローラーのIPアドレスは192.168.0.0の形式

- コントローラーのユーザー名

- コントローラーのパスワード

5. [Connect][Connect][Connect] (((接接接続続続))) をクリックします。

6. 接続が成功した場合は、[Network[Network[Network DoorDoorDoor ControllerControllerController name]name]name] (((ネネネッッットトトワワワーーークククドドドアアアコココンンントトトロロローーーラララーーー名名名))) ドロッ
プダウンリストに "Gatecontroller" が表示されます。[Gatecontroller] を選択します。

7. [ReaderReaderReader namenamename (((リリリーーーダダダーーー名名名)))] ドロップダウンリストで、ドア “Gatecontroller” に接続されているリーダー
を選択します (“Reader entrance” など)。これらの名前は、AXIS Entry Managerで変更できます。

8. 接続をアクティブにするには、[TTTurnurnurn ononon integrationintegrationintegration (((統統統合合合ををを有有有効効効にににすすするるる)))] を選択します。

9. ユーザーのナンバープレート番号の1つを入力するか、デフォルトを使用し、[TTTestestest integrationintegrationintegration (((統統統合合合をををテテテ
ススストトト)))] をクリックします。テストが成功したことを確認します。

AXISAXISAXIS EntryEntryEntry ManagerManagerManagerででで、、、ユユユーーーザザザーーー、、、グググルルルーーープププ、、、ドドドアアア、、、おおおよよよびびびスススケケケジジジュュューーールルルををを設設設定定定すすするるる

1. Go to AXIS Entry Managerに移動します。
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2. [Access[Access[Access Management]Management]Management] (((アアアクククセセセススス管管管理理理))) に移動します。

3. [Doors[Doors[Doors >>> AddAddAdd identificationidentificationidentification type]type]type] (((ドドドアアア >>> 識識識別別別タタタイイイプププををを追追追加加加))) に移動します。

4. [Credentials[Credentials[Credentials needed]needed]needed] (((必必必要要要ななな認認認証証証情情情報報報))) ドロップダウンリストで、[License[License[License plateplateplate only]only]only] (((ナナナンンンバババーーープププ
レレレーーートトトのののみみみ))) を選択します。

5. 識別タイプを使用できる時期に制限を設定するには、[Schedule][Schedule][Schedule] (((スススケケケジジジュュューーールルル))) をドアにドラッ
グアンドドロップします。

6. ユーザーを追加し、ユーザーごとに認証情報の [License[License[License plate]plate]plate] (((ナナナンンンバババーーープププレレレーーートトト))) を追加します。

7. 再度 [Add[Add[Add credential]credential]credential] (((認認認証証証情情情報報報ををを追追追加加加))) クリックし、ナンバープレート情報を入力します。

8. [Add[Add[Add newnewnew group]group]group] (((新新新しししいいいグググルルルーーープププををを追追追加加加))) をクリックし、情報を入力します。

9. ユーザーをグループに追加するには、[UsersUsersUsers (((ユユユーーーザザザーーー)))] をユーザーグループにドラッグアンドド
ロップします。

10. ユーザーにアクセス権を付与するには、[Door][Door][Door] (((ドドドアアア))) をユーザーグループにドラッグアンドドロッ
プします。

11. アクセス時間を制限するには、[Schedule][Schedule][Schedule] (((スススケケケジジジュュューーールルル))) をユーザーグループにドラッグアンドド
ロップします。

AXIS Entry Managerのユーザーインターフェースの概要。

1 ユーザー
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2 ドア
3 スケジュール
4 ユーザーグループ

AXIS Secure Entryへの接続
この例では、AXIS Licence Plate Verifierを使用して、AXIS Camera Station内のAxisドアコントローラーとAXIS
Secure Entryを接続する方法について説明します。

要件:

• カメラとドアコントローラーが物理的に設置され、ネットワークに接続されている。

• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動および実行されている。

• AXIS Camera Stationクライアントバージョン5.49.449以上

• 基本的な設定が終了している。 5 ページ基本設定 を参照してください。

AXISAXISAXIS CameraCameraCamera StationStationStationで、「リーダーの追加」を参照してください。

AXISAXISAXIS LicenseLicenseLicense PlatePlatePlate VVVerifiererifiererifierアプリで、次の操作を行います。

1. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] タブで、[ConfigurationConfigurationConfiguration wizardwizardwizard (((設設設定定定ウウウィィィザザザーーードドド)))] に移動し、[StartStartStart (((開開開始始始)))] をクリッ
クします。

2. [AccessAccessAccess ControlControlControl (((アアアクククセセセスススコココンンントトトロロローーールルル)))] を選択します。

3. [SecureSecureSecure EntryEntryEntry] を選択し、[NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

AXISAXISAXIS CameraCameraCamera StationStationStationで、以下の手順に従います。

4. [AXISAXISAXIS CameraCameraCamera Station>Configuration>OtherStation>Configuration>OtherStation>Configuration>Other DevicesDevicesDevices (AXIS(AXIS(AXIS CameraCameraCamera Station>Station>Station> 設設設定定定>>>そそそののの他他他ののの装装装置置置)))] の装
置リストに表示されるドアコントローラーのIPアドレスを入力します。

5. 認証キーを追加するには、[AXISAXISAXIS CameraCameraCamera Station>Configuration>EncryptedStation>Configuration>EncryptedStation>Configuration>Encrypted communicationcommunicationcommunication (AXIS(AXIS(AXIS
CameraCameraCamera Station>Station>Station> 設設設定定定>>>暗暗暗号号号化化化通通通信信信)))] に移動します。

6. [ExternalExternalExternal PeripheralPeripheralPeripheral AuthenticationAuthenticationAuthentication KeyKeyKey (((外外外部部部周周周辺辺辺機機機器器器認認認証証証キキキーーー)))] に移動し、[ShowShowShow authenticationauthenticationauthentication keykeykey
(((認認認証証証キキキーーーののの表表表示示示)))] をクリックします。

7. [CopyCopyCopy keykeykey (((キキキーーーのののコココピピピーーー)))] をクリックします。

AXISAXISAXIS LicenseLicenseLicense PlatePlatePlate VVVerifiererifiererifierアプリで、次の操作を行います。

8. 設定ウィザードの [AuthenticationAuthenticationAuthentication keykeykey (((認認認証証証キキキーーー)))] に移動し、キーを貼り付けます。

9. [ConnectConnectConnect (((接接接続続続)))] をクリックします

10. ドロップダウンメニューで、[DoorDoorDoor controllercontrollercontroller namenamename (((ドドドアアアコココンンントトトロロローーーラララーーー名名名)))] を選択します。

11. ドロップダウンメニューで、[ReaderReaderReader namenamename (((リリリーーーダダダーーー名名名)))] を選択します。

12. [TTTurnurnurn ononon integrationintegrationintegration (((統統統合合合ををを有有有効効効にににすすするるる)))] をオンにします。

13. [Next]Next]Next] (((次次次へへへ)))] をクリックします。

14. 対象範囲を調整します。「12ページ対象範囲を調整する 」を参照してください。

15. [NextNextNext (((次次次へへへ)))] を2回クリックし、[FinishFinishFinish (((完完完了了了)))] をクリックします。
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複数の条件を使用してイベントを検索するには、検索機能を使用します。

1. アプリケーションのウェブページに移動し、[EventEventEvent logloglog (((イイイベベベンンントトトロロログググ)))] タブを選択します。

2. [StartStartStart timetimetime (((開開開始始始時時時間間間)))] と [EndEndEnd timetimetime (((終終終了了了時時時間間間)))] のカレンダーメニューで日付を選択します。

3. ナンバープレートを検索する場合は、[PlatePlatePlate (((ナナナンンンバババーーープププレレレーーートトト)))] フィールドにナンバープレート
を入力します。

4. [ROIROIROI] ドロップダウンメニューから関心領域を選択するか、両方を検索対象とするかを選択します。

5. [DirectionDirectionDirection (((方方方向向向)))] を選択して、入場または退出でフィルターします。

6. 許可リストまたはブロックリストに属するナンバープレートを除外するには、[AccessAccessAccess (((アアアクククセセセススス)))] ドロッ
プダウンメニューをクリックします。

7. [SearchSearchSearch (((検検検索索索)))] をクリックします。

更新されたライブログに戻るには、[LiveLiveLive (((ララライイイブブブ)))] をクリックします。

注
検索が完了すると、その検索に関する統計情報を簡単に要約することができます。

ナンバープレートに関する説明を表示するには、設定アイコンをクリックし、[ShowShowShow descriptiondescriptiondescription (((説説説明明明ををを
表表表示示示すすするるる)))] にチェックを入れます。

検索結果のエクスポートと共有
検索結果を、その時点での統計情報と共にCSVファイルとしてエクスポートするには、[ExportExportExport (((エエエクククスススポポポーーートトト)))] を
クリックして結果をcsvファイルとして保存します。

サードパーティシステムにデータをエクスポートするためのリンクとしてAPIをコピーするには、[CopyCopyCopy searchsearchsearch
linklinklink (((検検検索索索リリリンンンクククをををコココピピピーーー)))] をクリックします。
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プロファイルを使用して、複数のサーバーにイベントをプッシュする
プロファイルを使用すると、異なるプロトコルを使用する異なるサーバーに、同時にイベントをプッシュす
ることができます。プロファイルを使用する方法:

1. [ProfilesProfilesProfiles (((プププロロロフフファァァイイイルルル)))] のドロップダウンメニューでプロファイルを選択します。

2. ルールを設定します。29ページサードパーティ製ソフトウェアへのイベント情報のプッシュ を参照
してください。

3. [Save (保存)] をクリックします。

4. [ProfilesProfilesProfiles (((プププロロロフフファァァイイイルルル)))] のドロップダウンメニューで新しいプロファイルを選択します。

サードパーティ製ソフトウェアへのイベント情報のプッシュ
注

アプリケーションは、JSON形式でイベント情報を送信します。詳細については、
MyAxisアカウントを使用してログインし、AXIS VAPIXライブラリに移動して、AXIS License Plate Verifier
を選択してください。

この機能を使用すると、TCPまたはHTTP POSTでイベントデータをプッシュして、サードパーティ製ソフトウェア
を統合することができます。

開始する前に、以下をご確認ください。

• カメラはネットワークに物理的に設置および接続されている必要があります。

• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動されて実行されている必要があります。

1. [IntegrationIntegrationIntegration (((統統統合合合)))] > [PushPushPush eventseventsevents (((イイイベベベンンントトトのののプププッッッシシシュュュ)))] に移動します。

2. [ProtocolProtocolProtocol (((プププロロロトトトコココルルル)))] ドロップダウンリストで、以下のいずれかのプロトコルを選択します。

- TCP

- HTTP POST

- ユーザー名とパスワードを入力します。

3. [ServerServerServer URLURLURL (((サササーーーバババーーーのののURL)URL)URL)] フィールドに、以下の形式でサーバーのアドレスとポートを入力しま
す。127.0.0.1:8080

4. [DeviceDeviceDevice IDIDID (((デデデバババイイイスススID)ID)ID)] フィールドに装置の名前を入力するか、そのままにします。

5. [EventEventEvent typestypestypes (((イイイベベベンンントトトタタタイイイプププ)))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。

- [NewNewNew (((新新新規規規)))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。

- [UpdateUpdateUpdate (((更更更新新新)))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、プレートの
移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかです。

- [LostLostLost (((消消消失失失)))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。これに
は、ナンバープレートの方向も含まれます。

6. この機能をオンにするには、[SendSendSend eventeventevent datadatadata tototo serverserverserver (((イイイベベベンンントトトデデデーーータタタをををサササーーーバババーーーににに送送送信信信すすするるる)))]
を選択します。
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7. HTTP POSTを使用する際に帯域幅を削減するには、[DoDoDo notnotnot tototo sendsendsend imagesimagesimages throughthroughthrough HTHTHTTPTPTP POSTPOSTPOST (HT(HT(HTTPTPTP
POSTPOSTPOST ででで画画画像像像ををを送送送信信信しししななないいい)))] を選択します。

8. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

注
HTTP POSTを使用してイベントをプッシュするには、ユーザー名とパスワードの代わりに認証ヘッダーを使
用し、[AuthAuthAuth---HeaderHeaderHeader (((認認認証証証ヘヘヘッッッダダダーーー)))] フィールドに移動し、認証APIへのパスを追加します。

サーバーへのナンバープレートの画像の送信
この機能を使用すると、FTPを介してナンバープレートの画像をサーバーにプッシュできます。

開始する前に:

• カメラはネットワークに物理的に設置および接続されている必要があります。

• カメラでAXIS License Plate Verifierが起動されて実行されている必要があります。

1. [IntegrationIntegrationIntegration (((統統統合合合)))] > [PushPushPush eventseventsevents (((イイイベベベンンントトトのののプププッッッシシシュュュ)))] に移動します。

2. [ProtocolProtocolProtocol (((プププロロロトトトコココルルル)))] ドロップダウンリストで、[FTPFTPFTP] を選択します。

3. [ServerServerServer URLURLURL (((サササーーーバババーーーのののURL)URL)URL)] フィールドに、以下の形式でサーバーのアドレスを入力します。
ftp://10.21.65.77/LPR

4. [DeviceDeviceDevice IDIDID (((デデデバババイイイスススID)ID)ID)] フィールドに装置の名前を入力します。この名前のフォルダーが画像用に
作成されます。画像は次の形式で作成されます。timestamp_area of interest_direction_carID_license
plate text_country.jpg

5. FTPサーバーのユーザー名とパスワードを入力します。

6. ファイル名のパスと名前の修飾子を選択します。

7. [完完完了了了] をクリックします。

8. [EventEventEvent typestypestypes (((イイイベベベンンントトトタタタイイイプププ)))] で、以下のオプションから1つ以上選択します。

- [NewNewNew (((新新新規規規)))] は、ナンバープレートが初めて検知されたことを意味します。

- [UpdateUpdateUpdate (((更更更新新新)))] は、以前に検知されたナンバープレートの文字を修正する場合と、プレートの
移動に伴って方向が検知され、画像上で追跡される場合のどちらかです。

- [LostLostLost (((消消消失失失)))] は、ナンバープレートが画像から出る前の最後の追跡イベントです。これに
は、ナンバープレートの方向も含まれます。

注
[LostLostLost (((消消消失失失)))] または [UpdateUpdateUpdate (((更更更新新新)))] が選択されている場合、方向はファイル名にのみ含まれます。

9. この機能をオンにするには、[SendSendSend eventeventevent datadatadata tototo serverserverserver (((イイイベベベンンントトトデデデーーータタタをををサササーーーバババーーーににに送送送信信信すすするるる)))]
を選択します。

10. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

注
選択したキャプチャーモードのタイプによって画像が異なることに注意してください (13ページ画像キャプ
チャーの設定を調整する を参照してください)。
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注
プッシュイベントが失敗した場合、アプリは失敗した最初の100件までをサーバーに再送信します。
WindowsサーバーへのプッシュイベントでFTPを使用する場合、画像の名前に日付と時刻を示す 「%c」 を
使用しないでください。これは、Windowsが日付と時刻に対して関数「%c」で設定された名前を許容して
いないためです。 Linuxサーバーを使用する場合には、この問題は発生しません。

2Nとの直接統合
この例では、2N IP装置との直接統合について説明します。

2N装置で、次のようにアカウントを設定します。

1. 2N IP Versoに移動します。

2. [ServicesServicesServices (((サササーーービビビススス)))] > [HTHTHTTPTPTP APAPAPIII] > [AccountAccountAccount 111 (((アアアカカカウウウンンントトト1)1)1)] に移動します。

3. [EnableEnableEnable accountaccountaccount (((アアアカカカウウウンンントトトををを有有有効効効にににすすするるる)))] を選択します。

4. [CameraCameraCamera accessaccessaccess (((カカカメメメラララアアアクククセセセススス)))] を選択します。

5. [LicenseLicenseLicense plateplateplate recognitionrecognitionrecognition (((ナナナンンンバババーーープププレレレーーートトト認認認識識識)))] を選択します。

6. IPアドレスをコピーします。

AXIS License Plate Verifierアプリで、次の操作を行います。

1. [IntegrationIntegrationIntegration (((統統統合合合)))] > [DirectDirectDirect integrationintegrationintegration (((直直直接接接統統統合合合)))] に移動します

2. IPアドレスまたはURLを2N装置に追加します。

3. [ConnectionConnectionConnection typetypetype (((接接接続続続タタタイイイプププ)))] を選択します。

4. [BarrierBarrierBarrier isisis usedusedused forforfor (((ゲゲゲーーートトトののの使使使用用用目目目的的的)))] で該当する目的を選択します。

5. ユーザー名とパスワードを入力します。

6. [EnableEnableEnable integrationintegrationintegration (((統統統合合合ををを有有有効効効にににすすするるる)))] をクリックします。

7. [SaveSaveSave (((保保保存存存)))] をクリックします。

統合が機能していることを確認するには、次の操作を行います。

1. 2N IP Versoに移動します。

2. [StatusStatusStatus (((ススステテテーーータタタススス)))] > [EventsEventsEvents (((イイイベベベンンントトト)))] に移動します。

Genetec Security Centerとの統合
この例では、Genetec Security Centerとの直接統合の設定について説明します。

Genetec Security Centerで、次の操作を行います。

1. [OverviewOverviewOverview (((オオオーーーバババーーービビビュュューーー)))] に移動します。

2. DatabaseDatabaseDatabase (((デデデーーータタタベベベーーーススス)))、DirectoryDirectoryDirectory (((デデディィィレレレクククトトトリリリ)))、LicenseLicenseLicense (((ララライイイセセセンンンススス))) がオンラインであることを
確認します。オンラインでない場合は、WindowsですべてのGenetecサービスとSQLEXPRESSサービス
を実行します。

3. [Genetec[Genetec[Genetec ConfigConfigConfig TTTool]ool]ool] >>> [Plugins[Plugins[Plugins (((プププラララグググイイインンン)])])] に移動します。

4. [AddAddAdd ananan entityentityentity (((エエエンンンテテティィィテテティィィををを追追追加加加)))] をクリックします。

5. [PluginPluginPlugin (((プププラララグググイイインンン)))] に移動し、[LPRLPRLPR pluginpluginplugin (LPR(LPR(LPRプププラララグググイイインンン)))] を選択します。
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6. [NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

7. [NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

8. [NextNextNext (((次次次へへへ)))] をクリックします。

9. 追加したLPRプラグインを選択し、[DataDataData sourcessourcessources (((デデデーーータタタソソソーーーススス)))] に移動します。

[ALPRALPRALPR readsreadsreads APAPAPIII] で、次の操作を行います。

10. [EnabledEnabledEnabled (((有有有効効効)))] チェックボックスをオンにします。

11. [NameNameName (((名名名前前前)))] に、次のように入力します。PluginPluginPlugin RESTRESTREST APAPAPIII

12. [APAPAPIII pathpathpath prefixprefixprefix (AP(AP(APIIIパパパスススのののプププレレレフフフィィィッッックククススス)))] に、次のように入力します。lprlprlpr

13. [RESTRESTREST portportport (REST(REST(RESTポポポーーートトト)))] で [443443443] を選択します。

14. [WebSDKWebSDKWebSDK hosthosthost (((WebSDKWebSDKWebSDKホホホススストトト)))] に、次のように入力します。localhostlocalhostlocalhost

15. [WebSDKWebSDKWebSDK portportport (((WebSDKWebSDKWebSDKポポポーーートトト)))] で、[443443443] を選択します。

16. [AllowAllowAllow selfselfself---signedsignedsigned certificatescertificatescertificates (((自自自己己己署署署名名名証証証明明明書書書ををを許許許可可可すすするるる)))] チェックボックスをオンにします。

[SecuritySecuritySecurity CenterCenterCenter eventseventsevents datadatadata sourcesourcesource (Security(Security(Security CenterCenterCenterイイイベベベンンントトトデデデーーータタタソソソーーーススス)))] で、次の操作を行います。

17. [EnabledEnabledEnabled (((有有有効効効)))] チェックボックスをオンにします。

18. [NameNameName (((名名名前前前)))] に、「SecuritySecuritySecurity CenterCenterCenter LprLprLpr EventsEventsEvents」と入力します。

19. [ProcessingProcessingProcessing frequencyfrequencyfrequency (((処処処理理理頻頻頻度度度)))] で、ドロップダウンメニューから [555 secsecsec (5(5(5秒秒秒)))] を選択します。

20. [DataDataData sinkssinkssinks (((デデデーーータタタシシシンンンククク)))] タブに移動します。

21. [+++] をクリックします。

22. [TTTypeypeype (((タタタイイイプププ)))] で [DatabaseDatabaseDatabase (((デデデーーータタタベベベーーーススス)))] を選択します。

23. デデデーーータタタベベベーーースススををを選選選択択択ししし、、、次次次のののよよようううににに設設設定定定しししままますすす。。。

24. [EnabledEnabledEnabled (((有有有効効効)))] チェックボックスをオンにします。

25. [SourceSourceSource (((ソソソーーーススス)))] で、[PluginPluginPlugin RESTRESTREST APAPAPIII] と [NativeNativeNative ALPRALPRALPR EventsEventsEvents (((ネネネイイイテテティィィブブブALPRALPRALPRイイイベベベンンントトト)))] チェック
ボックスをオンにします。

26. [NameNameName (((名名名前前前)))] に、「ReadsReadsReads DBDBDB」と入力します。

27. [IncludeIncludeInclude (((含含含めめめるるる)))] で、[ReadsReadsReads]、[HitsHitsHits]、[ImagesImagesImages ] チェックボックスをオンにします。

28. [ResourcesResourcesResources (((リリリソソソーーーススス)))] タブに移動します。

29. [DeleteDeleteDelete thethethe databasedatabasedatabase (((デデデーーータタタベベベーーースススののの削削削除除除)))] をクリックした後、[CreateCreateCreate aaa databasedatabasedatabase (((デデデーーータタタベベベーーースススののの
作作作成成成)))] をクリックします。

CreateCreateCreate ananan APAPAPIII useruseruser (AP(AP(APIIIユユユーーーザザザーーーののの作作作成成成))):

30. [Config[Config[Config TTTool]ool]ool] >>> [User[User[User ManagementManagementManagement (((ユユユーーーザザザーーー管管管理理理)])])] に移動します。

31. [AddAddAdd ananan entityentityentity (((エエエンンンテテティィィテテティィィををを追追追加加加)))] をクリックします。

32. [UserUserUser (((ユユユーーーザザザーーー)))] を選択します。

33. ユーザー名とパスワードを入力します。他のフィールドは変更しないでください。

34. 追加したユーザーを選択し、[PrivilegesPrivilegesPrivileges (((権権権限限限)))] タブに移動します。
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35. [ApplicationApplicationApplication privilegesprivilegesprivileges (((アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンン権権権限限限)))] で、すべてを許可するチェックボックスをオンにし
ます。

36. ThirdThirdThird---partypartyparty ALPRALPRALPR readsreadsreads APAPAPIII (((サササーーードドドパパパーーーテテティィィ製製製ALPRALPRALPR readsreadsreads APAPAPI)I)I) を許可するチェックボックスをオン
にします。

37. [ApplyApplyApply (((適適適用用用)))] をクリックします。

AXISAXISAXIS LicenseLicenseLicense PlatePlatePlate VVVerifiererifiererifierアプリで、次の操作を行います。

1. [IntegrationIntegrationIntegration (((統統統合合合)))] タブに移動します。

2. ドロップダウンリストで [GenetecGenetecGenetec SecuritySecuritySecurity CenterCenterCenter ] を選択します。

3. [URL/IPURL/IPURL/IP ] に、このテンプレートに従って次のアドレスを入力します。https://server-
address/api/V1/lpr/lpringestion/reads

4. Genetecのユーザー名とパスワードを入力します。

5. [EnableEnableEnable integrationintegrationintegration (((統統統合合合ををを有有有効効効にににすすするるる)))] をクリックします。

6. [SettingsSettingsSettings (((設設設定定定)))] タブに移動します。

7. [Security[Security[Security (((セセセキキキュュュリリリテテティィィ)])])] >>> [HT[HT[HTTPS]TPS]TPS] で、次の操作を行います。

8. Genetec Security Centerの設定に応じて、[SelfSelfSelf---signedsignedsigned (((自自自己己己署署署名名名)))] または [CACACA---signedsignedsigned (CA(CA(CA署署署名名名)))] を選
択します。

1. [GenetecGenetecGenetec SecuritySecuritySecurity deskdeskdesk] に移動します

2. [InvestigationInvestigationInvestigation (((調調調査査査)))] で、[ReadsReadsReads (((読読読みみみ取取取りりり)))] をクリックします。

3. [ReadsReadsReads (((読読読みみみ取取取りりり)))] タブに移動します。

4. ニーズに合わせて結果をフィルター処理します。

5. [GenerateGenerateGenerate reportreportreport (((レレレポポポーーートトトををを生生生成成成すすするるる)))] をクリックします。

注
Genetecのサードパーティ製ALPRプラグインの統合に関するドキュメントも読むことができます。
この操作は、ここで行います (登録が必要)。
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未未未知知知ののの車車車両両両ががが受受受けけけ入入入れれれとととしししてててにににマママーーークククささされれれるるる

アプリケーションが、許可リストに含まれないナンバープレートの車両を受け入れる場合、考えられる理由の1
つは、比較の際に1文字の逸脱が許可されていることです。
たとえば、AXIAXIAXI S1234S1234S1234が許可リストに含まれている場合、アプリケーションはAXIAXIAXI SI234SI234SI234を受け入れます。
同様に、AXISAXISAXIS 123412341234が許可リストに含まれている場合、アプリケーションはAXIAXIAXI 123412341234を受け入れます。

アアアプププリリリケケケーーーシシショョョンンンとととコココンンントトトロロローーーラララーーーまままたたたはははリリリレレレーーーモモモジジジュュューーールルルののの間間間ののの接接接続続続ががが機機機能能能しししななないいい

コントローラーまたはリレーモジュールで、HTTP経由のデータトラフィックが許可されていることを確認してく
ださい。この設定を変更する方法については、対応するデバイスのユーザーズマニュアルを参照してください。

AXIS Camera Stationのユーザー向け

AXIS License Plate Verifierの設定
装置がAXIS License Plate Verifierで設定されている場合、その装置はAXIS Camera Stationの外部データソースと
みなされます。表示をデータソースに接続し、装置でキャプチャーされたナンバープレートを検索して関
連する画像を表示できます。

注
• AXIS Camera Station 5.38以降が必要です。
• AXIS License Plate Verifierにはライセンスが必要です。

1. アプリケーションをダウンロードして装置にインストールします。

2. アプリケーションの設定を行います。『AXIS License Plate Verifierユーザーマニュアル』を参照して
ください。

3. 既存のAXIS Camera Stationインストールの場合は、クライアントとの通信に使用されるサーバー証明書を
更新します。証明書の更新を参照してください。

4. 時刻同期をオンにして、AXIS Camera StationサーバーをNTPサーバーとして使用します。サーバーの設定を
参照してください。

5. 装置をAXIS Camera Stationに追加します。装置の追加を参照してください。

6. 最初のイベントを受信すると、データソースは [ConfigurationConfigurationConfiguration >>> DevicesDevicesDevices >>> ExternalExternalExternal datadatadata sourcessourcessources (((設設設
定定定 >>> 装装装置置置 >>> 外外外部部部デデデーーータタタソソソーーーススス)])])] の下に自動的に追加されます。

7. データソースを表示に接続します。外部データソースを参照してください。

8. 装置によってキャプチャーされたナンバープレートを検索します。データ検索を参照してください。

9. をクリックして、検索結果を.txtファイルにエクスポートします。
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https://help.axis.com/axis-license-plate-verifier#step-by-step-guide
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#certificate-renewal
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#server-settings
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#add-devices
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#external-data-sources
https://help.axis.com/axis-camera-station-5#data-search
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